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【事業の概要】

【事業の目的及び概要】

【実施した環境要素の一覧及びＲＤＢの有無，モニタリングの要否】

【特に配慮した環境要素と実施事項】

【目標に対する達成状況】

【実施事項に対する評価】
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工事区域と外海の接続部（樋門）には、事業者により汚濁防止フェンスが２重に設置され、日々のモニタリング調査
でも、異常値は検出されていないことから、特に影響はないものと思われる。
今後とも、工事の実施に際しては、モニタリングを継続するとともに、異常値が認められた場合には、必要な対策を
講じること。

大気質，道路交通騒音･振動，環境騒音･振動，水質･底質について、年間を通じてモニタリング調査を行っている。
海面の埋立造成であるため、水の濁りについては、汚濁防止膜を設置し、濁りの拡散を防止するとともに、作業日毎に
目視観測を行い、必要に応じて補足調査を行いながら、工事を実施した。
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汚濁防止膜の設置により、周辺海域への濁りの拡散を防止することができ、十分にその効果が確認できた。

濁りの拡散防止に努めた結果、環境面で問題が生じることはなく、事業工程に沿って工事を進捗させることができ
た。

基準値を上回る環境要素は、現時点で発生していない。
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 「津田地区活性化計画」に基づき、新たな産業拠点づくり等を推進するため、第3水面貯木場(13.8ha)の埋立てにより、
企業用地等を確保する。
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